
（別紙３）

～
2026年6月30日

（対象者数） 14名 （回答者数）
11名

～
2026年6月30日

（対象者数） 6名 （回答者数） 6名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

活動後の振り返りや職員研修を通して活動内容を

継続的に見直し、子どもたちが楽しみながら多様

な経験を積めるよう、プログラムの充実を図って

いく。

2
ニーズに応えるためのプログラム数の増加や、支

援計画以外での面談の機会を周知していく。

3

外部研修や社内研修への参加や専門職との連携を

さらに進め、より質の高い支援を提供できる体制

づくりを行っていく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

地域のイベントへの参加や他事業所との合同活動

などを定期的に計画し、子ども達の無理のない範

囲で交流を図っていく。

2

行事や保護者会などの機会を活用し、保護者同士

が交流しやすい環境づくりについて検討してい

く。

3
契約時1回だけでなく、マニュアルを確認していた

だける機会を他にも設定していきます。

○事業所名 Moana

○保護者評価実施期間 2026年6月1日

○保護者評価有効回答数

2026年6月1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

2026年7月1日

保護者の方へマニュアルの周知が伝わっていない

契約時にお話しはさせていただいていますが、その

他たくさんのこともお伝えさせていただくので記憶

に残りにくいのかもしれない。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

放課後児童クラブなど地域の子ども達との交流が少

ない

日々の送迎時の情報共有は行っているものの、保護

者向けの研修会や家族支援プログラムを実施する機

会が設けられていない。

父母の会などの保護者同士の交流の機会が提供でき

ていない

保護者が集まる機会を設けることが難しく、保護者

同士が情報交換できる場が少ない。

活動プログラムの充実を図り、活動プログラムが固

定化されないように工夫されている

活動プログラムが固定化されないように子どもたち

の興味や発達段階に合わせてプログラムを定期的に

見直し、季節行事や創作活動、運動活動など幅広い

プログラムを取り入れている。

子どもの理解に基づく個別支援計画の作成し、個々

の特性に応じた支援が行われている

学校、家庭内の様子を必ず確認し、内容の説明や目

標の意図などを説明させていただいております。そ

の時には保護者のニーズを把握して目標への追加ま

たは内容への反映を行っております。

専門的な知識や技術を活かし、子どもの成長や課題

に応じた適切な支援を提供している

職員研修やケース検討を積極的に行い、専門的な知

識や支援技術の向上に努めている。

事業所における自己評価総括表公表


